
- 1 -

担い手への利用集積を促進し

魅力ある農業の構築を目指して

大豆転作と黒大豆のオーナー制への取組

黒大豆（オーナー制）

ほ場整備事業（県営担い手）

( )平戸１期地区 印西市

印旛農林振興センター
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１ 印西市の概要

印西市は千葉県の北西部に位置し、南東部には印旛沼、北部には利根川、北

西部には手賀沼があり、自然環境に恵まれた地域です。

総面積５３．５１ｋ㎡の内、耕地面積は１，５１０ｈａ（水田９７６ｈａ、

畑等５３４ｈａ）で２８．２％となっています。

総人口は、６０，０６１人、１９，６５７世帯で、その内農家人口は２，７

５５人で４．６％、農家世帯数１，０８７世帯で５．５％と少なく、都市化・

混住化の進んだ地域です。

（１）印西市の農業

本市の農家数１，０８７戸のうち、販売農家数は８８５戸、８１．４％と

なっています。販売農家の内訳は、専業農家１５９戸（１８％ 、第１種兼）

業農家１３９戸（１５．７％ 、第２種兼業農家５８７戸（６６．３％）と）

なっており、販売農家の過半数を第２種兼業農家が占めています。１戸当り

の耕作面積は１．４ｈａで印旛郡市の１．９ｈａ、県全体の１．５ｈａを下

回っています。

農業産出額は県全体産出額の１％、４３．３億円で、県内順位は７７市町

村中４１位、印旛郡市内順位は１１市町村中５位となっており、主な農業経

営部門は野菜と米で、産出額の殆どを占めています。

２ 導入された事業の概要

本地区は、昭和初期に行われたほ場整備事業により５ａ区画で整備されてい

ましたが、当時の整備水準は低く、道路は狭小で大型機械の搬入ができず、ま

た、用排水条件も不備のため生産性の低い農業となっていました。

そこで、農業の近代化のための基盤整備を行い、農地の汎用化や大規模経営

を可能にするほ場の大区画化を図ることにより農地の流動化を促進し、中核農

家による営農組合を中心に大型機械を導入した大規模経営体を育成して、経営

規模の拡大を通じて水田農業の生産コストの低減を目的に事業を実施しまし

た。

（１）ほ場整備事業（県営担い手） 平戸１期地区

ア 採択年度 平成９年度

イ 事業期間 平成９年度 ～ 平成１４年度

ウ 受益面積 ２８ｈａ（田２４．３ｈａ、畑３．７ｈａ）

エ 総事業費 ４４７，０００千円

オ 主要工事

整地工 Ａ＝ ２８ｈａ 暗渠排水工 Ａ＝ ２４．３ｈａ

道路工 Ｌ＝２，８６５ｍ 用水路工 Ｌ＝３，２６９ｍ

排水路工 Ｌ＝２，８０１ｍ
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施工前 施工後

（２）関連事業

ほ場整備事業を契機に、ライスセンターの整備と、生産組織に農作業機械

を導入する事業を実施しました。

事業名：千葉県稲作総合生産緊急対策事業（高能率集団育成事業）

事業費：６４，５２８，９００円
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３ 事業の成果

事業実施前の本地区は、区画整理はなされていましたが、標準区画は５ａ

と小さく、道路は狭小で、用水は神崎川からポンプ取水し開水路によりかん

がいされていました。

、 。土水路部が多いためロスが大きく 慢性的な用水不足を来たしていました

排水状況は、神崎川に自然排水されていたものの、田面標高が低く、排水路

深も浅いことから地下水排除ができず湿田状態となっていました。

このような状況を改善するために、本事業に先立ち、地元による盛土事業

が実施され、地区全体の嵩上げが行われました。その後、本事業により水田

の大区画化（標準区画１００ｍ×１００ｍ 、道路・水路の整備、用水路の）

パイプライン化、暗渠排水が実施され、水田の汎用化と農作業の省力化が図

られました。

また、本事業を契機に、営農組織が設立され、農地の集積、作業の受委託

が 進み、転作大豆の団地化も実現しています。

大型トラクタによる代かき 大型乗用コンバインによる稲刈り

（１）育成された生産組織と農地集積

「 」本事業を契機に 本地区の担い手である生産組織、 フレンドファーム武西

が設立され、農地の利用集積が図られました。

平成１７年現在の経営面積は地区面積の約４６％、１３ｈａで、そのうち

水稲は８ｈａの作付けとなっています。

また、各種補助事業を活用し、大型機械の導入とライスセンターの整備を

行い、効率的な稲作を展開しています。
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【フレンドファーム武西の概要】

①設立年月日 平成１１年９月１１日

②目的

この組合は組合員＝仲間の考えに基づく協業経営を柱とする。

水田がもつ多様な機能を生かし、将来にわたり農業を魅力ある職業

として維持、発展させ、後継者の主体的参入を実現させるために、

高能率な稲作集団体制の整備を図る。併せて地域社会と調和した水

田農業の安定化、効率化に資することを目的とする。

③構成員 １２名（内オペレーター３名）

④所在地 印西市武西新山１０６５－１

⑤所有施設及び機械

ア．施設

・事務所 １棟

・ライスセンター １箇所（処理能力：米３０ｈａ）

乾燥機（６０石×３台、５０石×１台、３６石×１台）

籾摺機（５インチ×１台）

米選機（１台）
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ライスセンターと事務所

ライスセンター内部（乾燥機）

イ．機械

機 械 名 規 格 台 数

トラクター ９８ｐｓ １

ロータリー １

ウイングハロー １

レーザレベラ １

ブロードキャスタ １

施肥機付田植機 ６条 ２

自脱型コンバイン ４条 １

〃 ６条 １

ダンプトラック ２ｔ １

フォークリフト ２ｔ １

畦畔草刈機 １

刈払い機 １
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トラクター（９８ｐｓ）

自脱型コンバイン（６条刈）

（２）新規作物の導入による転作拡大と地域交流

、 、フレンドファーム武西により 平成１２年から転作大豆の団地化がなされ

５ｈａで大型機械を活用した生産が定着し、高蛋白含量の晩生品種が作付け

され、地元業者による豆腐加工利用を中心に地場流通しています。

また、団地内の１ｈａでは平成１３年からオーナー制黒大豆の作付けをし

ており、農村と地域住民との交流の場となりました。

平成１７年度は、１ｈａ、約３００区画に対して２８９区画１６８人の申

し込みがあり、応募者は印西市内が主ですが、県内他市町村や都内からもあ

り、年々人気が高まっています。
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転作大豆 汎用コンバインによる大豆の収穫

【フレンドファーム武西黒大豆オーナー制度】

○募集区画数 約３００区画（１区画１０坪）

○代金 ５，０００円／１区画

○条件 特になし

（平成１７年度応募状況）

・応募人数 １６８人

・応募区画数 ２８９区画

・市内外別応募人数

市内 １０４人（１６８区画） ６１．９％

市外 ６４人（１２１区画） ３８．１％

黒大豆引渡し式 オーナーによる収穫風景
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４ 今後の課題と改善方法

フレンドファーム武西は、１２名の組合員のうち３名がほとんどの農作業

を担っており、他は兼業農家あるいは果樹との複合経営農家で、ごく補助的

な存在となっています。

本組織は、隣接した経営体育成基盤整備事業平戸２期地区（平成１７年度

着工～平成２１年度完了予定）の担い手として受益面積の約４０％、２３．

４ｈａを担う計画になっていることと、本地区内でのシェアの拡大も予想さ

れることから、人材有効活用の仕組み作り等を行い、経営規模の拡大に対応

できる組織体制の整備が必要です。

また、オーナー制黒大豆を足がかりとして、地域を訪れる都市住民等との

交流をさらに深め、地域の農産物の直売や観光農業等の展開を検討する必要

があります。


